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三桜酒造跡地の公共活用に関する 
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三桜酒造跡地公共活用検討委員会 



 

 

１ 活用にあたっての基本的考え方 

  市民による多目的・多用途な利用を中心に、市の内外から多くの人が訪

れ、賑わいのある公共用空間となるような整備・活用を求める。 

 

２ 検討にあたって配慮した事項 

  三桜酒造跡地（以下「対象地」という。）は、ＪＲ浜田駅周辺を中心とし

て商店街・商業施設や宿泊施設が位置する商業ゾーンと、学校や図書館な

どが立地する文教ゾーンとの結節点に位置している。また、交流施設とし

ては約 1,000 人収容可能な石央文化ホールが、公園施設としては野球場や

体育館などがある東公園が近隣に位置している。ＪＲ浜田駅からのアクセ

スも良く、多くのバス路線が通行する利便性の高い土地である。 

  市民 2,000 人を対象にしたアンケートにおいては、対象地の活用イメー

ジとして 

・ 賑わいを生み出すような、市の内外から多くの人が訪れる場 

・ 若者からお年寄りまで幅広い世代が憩い、くつろぐことができる場 

・ 市民の暮らしを便利で豊かにするような場 

 を選択する回答が上位となった。 

  また、宿泊者を対象としたアンケートにおいては、駅周辺にあったら利

用したいと思う施設として、「フードマーケットや屋台村」、「特産品など

を販売しているマルシェ」、「時間待ちなどでくつろげる場所」に次いで、

「石見神楽を鑑賞できる施設」を選択する回答が多かった。 

 

３ 活用のイメージ 

  こうした対象地の特性や市民意見を踏まえ、検討委員会としては、様々

な世代の市民が主体的に利用できる、多目的・多用途な空間として整備を

行い、浜田市外からも多くの人が訪れ、交流や賑わいが創出される場とな

るような活用を求めるものである。 

  具体的には、以下のような場とすることが考えられる。 

・ 普段は市民の誰もがカフェや広場でゆっくり過ごすことができる場 

・ 週末や休日には、マルシェ・朝市、フリーマーケット、各種イベント 

 などを開催できる場 

・ 浜田市の伝統芸能である石見神楽など、市民や観光客が浜田らしさを 

身近に感じることができる場 

 

 



 
 

  なお、具体化に向けての検討課題として、以下の点を考慮する必要があ

る。 

・市民利用が主体となる公共用自由空間を行政が整備し、賑わいの創出

には民間の活力やノウハウを生かす PPP/PFI 事業 (※)手法などを検討

すべきであること 

・ 担い手（運営者や参画者などの協力者など）が必要不可欠であり、今 

後の基本計画の策定においては、運営・管理などの体制・ルールづく

りを検討すべきであること 

・ すぐに整備するのではなく、社会実験を実施しながら、具体的な整備 

を進める手法についても検討すべきであること 

・ 駅周辺エリア全体で、既存施設や遊休施設などの利活用を整理したま 

ちづくり構想も併せて検討すべきであること 

 

   (※) PPP/PFI 事業とは （内閣府ホームページより） 

    PPP は、Public（官）と Private（民）の Partnership（連携）であ

り、それぞれお互いの強みを生かすことによって、最適な公共サービ

スの提供を実現し、地域の価値や住民満足度の最大化を図るなど様々

な形で活用されている。 

    PFI（Private Finance Initiative）とは、官民連携（PPP Public 

Private Partnership）の一形態で、公共施設等の建設、維持管理、運

営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う手法であ

る。 

 

４ 「石見神楽伝承施設」の設置について 

  第１回検討委員会において浜田市から依頼のあった「三桜酒造跡地利活

用の一つとして『石見神楽伝承施設』検討のお願い」については、「石見

神楽伝承施設」整備の候補地の一つとして三桜酒造跡地を追加することは

差し支えない。ただし設置の可否については、市民アンケートや宿泊者ア

ンケート、検討委員の意見を踏まえ、以下の２点について市として十分検

討した上で、判断することを求める。 

・ 「１ 活用にあたっての基本的考え方」にある「市の内外から多くの 

人が訪れ、賑わいのある公共用空間」となるような整備・活用ができ

るかどうか 

・ 他の候補地も含めて比較検証した上で適切な場所であるかどうか 



 

 

 

三桜酒造跡地公共活用検討委員会委員名簿 
 

令和 5 年 6 月 22 日設置 

(順不同、敬称略) 

№ 区 分 団 体 名 役 職 氏 名 備考 

1 学識経験者 公益大学法人島根県立大学 副学長 林  秀 司 会 長 

2 

経済団体 

浜田商工会議所 副会頭 福 濱  秀 利  

3 石央商工会 会 長 田 中  昌 昭 副会長 

4 

地元団体 

浜田駅前銀天街協同組合 副理事長 飯 田  統 通  

5 石見地区自治協議会 会 長 佐 古  肇 徳  

6 観光団体 一般社団法人浜田市観光協会 副会長 江 木  修 二  

7 建設・設計 

事業者 

浜田市建設業協会 会 長 今 井  久 晴  

8 島根県建築士会浜田支部 役 員 國 分  俊 幸  

9 

地域協議会 

浜田地域協議会 会 長 村井 栄美子  

10 金城地域協議会 委 員 岡 本  敬 子  

11 旭地域協議会 委 員 德 川  博  

12 弥栄地域協議会 会 長 德田 マスヱ  

13 三隅地域協議会 委 員 三 浦  幸 治  

14 

交流に関係 

する団体 

島根県立大学地域活動サーク

ル Go next（コネクト） 
代 表 端 本  千 夏  

15 一般社団法人浜田青年会議所 理事長 串 﨑  舞  

16 浜田女性ネットワーク 副会長 三 浦  美 穂  

  


